
 
全員でつくりあげた合唱コンクール   指導教諭 

  

10 月９日に開催された合唱コンクールでは、各クラスが練習の成果を余すところなく発揮し、感動的

なステージを披露してくれました。どのクラスも真剣に取り組み、そして一人一人が自分のできること

を精一杯やっていることが伝わってきました。二中生の良いところがたくさん発揮された、素晴らしい

会でした。 

 トップバッターは１年生。初めての合唱コンクールとは思えない、落ち着いた歌声を響かせてくれま

した。のびのびとした声で歌いあげた学年合唱。全力で歌う姿に、会場全体の気もちが引き締まるのを感

じました。各クラスの発表でも、１年生ながら表現を考えて歌っていることが伝わってくる合唱でした。 

 続く２年生。学年合唱では１年生とは異なる深みのある声に、たった一年でこんなにも成長するのか

と驚かされました。パワフルで元気のいい、２年生のいいところが歌声にも表れていました。曲想の変化

を、声の強弱だけでなく、速度や音色、表情を変えて表現する姿に、大きな成長を感じました。どのクラ

スも難易度の高い曲に挑戦しましたが、各クラス、全てのパートがしっかりと歌えていたこと、指揮者を

中心にして一つになろうとしていることが印象的でした。 

 お昼を挟んで３年生。昼の練習では少しでも時間があったら声を出す、という様子がみられ、『最後の』

合唱コンクールにかける意気込みの強さを感じました。そして圧巻の学年合唱「ぜんぶ」。三年生だから

こそ表現できる、やわらかい歌声としっとりした表現。パワーで歌い上げるだけが合唱ではない。温かく

溶け合うハーモニーと表現も、合唱の良いところ。新たな伝統を示してくれました。３年Ｃ組の『決意』。

混声四部合唱への挑戦は険しい道のりだったと思いますが、見事に四パートそれぞれが存在感を示し、

その響きをホール全体に響かせてくれました。３年Ａ組の『虹』。繊細な出だしからパワフルなサビまで

幅広い表現をしてくれました。ソロもお見事！３年Ｂ組『未来』。出だしのユニゾンから団結力を感じる

力強い歌声に引き込まれました。パート毎だけではなく、全員の声が溶け合ったまとまりのある響きが

素晴らしかったです。 

 このたった10分間の発表のために、音楽の授業では６月から課題曲を練習し始め、７月に自由曲決め、

２学期からは表現を深めての練習、６日間の歌声週間…と、長い期間をかけて取り組んできました。始め

はうまく声が出なかったり、パート毎のバランスが悪かったり、真面目に取り組んでくれない人がいた

り…。どのクラスにもドラマがあったと思いますが、実行委員をはじめ、リーダーシップをとる人の熱い

思いに徐々にクラス全体が真剣になり、一つのハーモニーを奏でる姿に、二中生の素晴らしさを改めて

感じました。一つのことに真剣に取り組む姿は美しい！社会にでるとなかなか体験することのできない、

多くの人で協力して何かを成し遂げる達成感、喜びを感じてくれていたら嬉しいです。先輩たちから引

き継いだ伝統をしっかりつなぎ、年々、二中の合唱コンクール全体のレベルがアップしています。来年の

合唱コンクールも今から楽しみです！ 

最後になりましたが、この素晴らしい合唱コンクールを支えてくださった保護者の皆様に心より感謝

申し上げます。平日にも関わらずお時間をつくってご来場くださり、温かいご声援をいただいたこと、入
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場方法を例年と変更したにも関わらずスムーズに進行できたことを大変ありがたく思っています。生徒

たちがこの経験を通じて成長し、今後の学校生活や学びに活かしてくれることを期待しています。これ

からも、みなさまの温かいご支援をどうぞよろしくお願いいたします。 

素晴らしい合唱コンクールをありがとう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年B組 ２年A組 

３年B組 吹奏楽部 

合唱コンクールによせて 校長 矢野 尊久 

この日を迎えるにあたり、二中生の生徒たちがどれほどの努力を重ねてきたか……。初めてこの合唱コン

クールに向けて声を出した日から、今日までの道のりは決して平坦ではなかったはずです。毎日の練習、声

を合わせるための試行錯誤、時には仲間で意見がぶつかることもあったでしょう。それでもこの日、ステー

ジに立ち、一つの音楽をつくり上げることができたのは、生徒一人ひとりの努力と、仲間を信じて支え合っ

た結果だったと思います。 

言うまでもなく合唱は、ただ声を合わせて歌うだけではありません。一人ひとりの心が響き合い、クラス

全員の思いが一つになったとき、初めて本当の音楽が生まれます。合唱は声の大きさや美しさだけではな

く、生徒一人ひとりの気持ちや、仲間と共有した時間、そのすべてが歌声になったときです。だからこそ、

この日の舞台は特別であり、ここまでのすべての取組が意味をもった瞬間でした。 

この日の舞台では生徒自身も仲間たちとつくり上げた音楽の美しさを感じ、楽しんでいたと感じました。

そして誇りをもって歌い上げる二中の生徒たちにたくさんのエネルギーをもらいました。 

生徒たちは、このとき、この日まで支えてくださった音楽の先生、担任の先生、学年の先生たち、保護者

の皆様に感謝の気持ちを忘れずに歌いきり、最高の合唱コンクールになったと思います。 


